
復興に向け地域社会や日本を支え元気にする
～プランやアイディアを募集～

「つづけよう社会貢献」

募 集 期 間

主催　千葉商科大学 商経学部（商学科・経済学科・経営学科）

応募課題

応募資格

「つづけよう社会貢献」プランやアイディアの募集は東日本大震災からの「復興」を大きなテーマとして、２分野あります。
第１分野は、被災地域の復興や周りの地域社会、日本を元気にする社会貢献プランやアイディアを考えて提案してください。
第２分野は、地域社会を元気にし、社会貢献につながる新しい商品開発やビジネスのプランを考えて提案してください。
なるほどと感心し、やってみようと奮い立たせるようなプランには賞状と奨学金（５万円）を差し上げます。

現役の高校生（個人またはグループ）

2012年7月16日（月）～ 9月14日（金）

こんなことでも
支援になるかな？

こうしたら電気を
節約できそう！

みんなでささえあう
社会をつくりたい！風評をふきとばそう！

※応募方法は裏面をご覧ください。



2012年度
千葉商科大学商経学部

復興に向け地域社会や日本を支え、元気にするプランやアイディア募集

応　募　要　領

「つづけよう社会貢献」

　応募課題
　千葉商科大学商経学部では、昨年度、東日本大震災・原発事故に直面し、「復興支援」をテーマとして、高校生の皆さん
に被災地域の支援と地域社会の活性化、そして、様々な商業活動の創造によって、社会貢献や地域社会に役立つアイディア
を考え、提案して頂く「やってみよう社会貢献」を実施しました。今年度も、同趣旨のもと、復興支援と安全・安心な日本
社会を皆で創造していくボランティアや、社会貢献に向けてのプランと実際に行った社会貢献活動報告（ボランティア活動
など）を募集します。
　また、本学部ではビジネス人材の育成によって社会貢献を担うことを学部理念としております。一昨年までに実施してい
ました「こんなビジネスやってみ大賞」と同様に、様々なビジネスに関わる、斬新なアイディアや企画プランもあわせて募
集します。
　高校生の皆さんには、被災地域の復興に引き続き関心を持って頂き、被災地域を支援し、元気にする社会貢献プランとと
もに、様々な商業活動を支え地域と日本を元気にするビジネスプランを考えて頂きたいと思います。復興に向けての地域社
会に役立つプランや地域・日本を元気にするビジネスプラン・アイディアを若い感性をもって提案してみませんか。

例）農産物や海産物の生産・流通販売支援事業プラン、被災地観光に関する支援事業プラン、節電と再生可能エネルギー（太
陽光発電など）の普及事業プラン、災害復旧ボランティア支援事業プラン、ガレキ撤去を速やかに行うアイディア、地
域の商業活動と雇用を活性化する事業プラン、シャッター商店街や空き家を再活用するプラン、あったら嬉しい商品の
開発、など

　応募資格
現役の高校生（個人またはグループ）

　応募方法
分野１．あなたが考えた被災地域の復興や地域社会、日本を元気にするボランティアや社会貢献のプランあるいは、あなた

が実際に行った社会貢献体験の活動報告

分野２．あなたが考えた地域社会を元気にし、社会貢献につながる新しい商品開発やビジネスのプラン

＜１・２＞のどちらかをわかるように明記し、Ａ４版用紙（タテ版横書き枚数は自由）に下記の記述事項を書いて、提出先
まで提出してください。（図・イラスト・写真などを入れてもかまいません。）

【記述事項】

テーマ名称・目的・プランの内容（規模、見通し、実施する方法などの詳細）

　提出先（問い合わせ先）

〒272-8512　千葉県市川市国府台１－３－１
千葉商科大学  教務オフィス商経セクション　「つづけよう社会貢献」係
TEL：047-373-9750　　FAX：047-373-9944　　E-mail：kyomu-1@cuc.ac.jp

※高等学校名、学年、クラス、名前、住所、電話番号とメールアドレスを明記（グループで応募の場合は代表者を明らかにし、
全員分を明記）のうえ、メールに添付（Word 等ファイル）するか、あるいはプリント物を郵送してください。 

　募集期間
2012年 7 月 16 日（月）～ 9 月 14 日（金）

　審査方法
応募作品について書類で審査を行い、選考の結果優秀と認められたプランについて、

表彰を行います。審査結果については、応募者に郵送にてご連絡いたします。

　審査委員
本学商経学部教員により審査します。

　表　　彰
商経学部賞　　　10プラン　賞状＋奨学金（5万円）
※社会貢献プラン・ビジネスプラン各５プランを表彰する予定です。
　表彰されたプランについては、様々な形で活用させて頂きます。
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